
(一社)静岡県危険物安全協会連合会 

創立記念大会 記念講演のご案内（聴講無料） 

 

日時： 平成 29年 9月 5日(火) 14:45～16:15 

（受付 14:20～、入場 14:30～） 
会場： グランシップ 11階 会議ホール・風 

                              静岡市駿河区池田 79-4 

最後の砦は「私たち」 
（東日本大震災時の命のガソリンとは、被災状況から、対応、課題、教訓等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演の聴講を希望する皆様へ 

お電話にて事前申し込みをお願いします。 

静岡市葵区伝馬町 24－2  (一社)静岡県危険物安全協会連合会 担当 近藤 

電話番号 ０５４－２５２－５５１２ 

宮城県石油商業組合及び石油商業協同組合理事長 

 佐
さ

 藤
とう

   義
よし

 信
のぶ

 氏 

 

     長谷川 祐子 氏 

 

Risk Watch代表 

門倉 貴史 氏 

 

丸山株式会社 代表取締役（JXTG・昭和シ系）。昭和２９年生まれ、６２歳。  

 

平成８年 宮城県石油商業組合・宮城県石油商業協同組合 理事  

平成１４年 同 副理事長 、平成１８年 同 理事長代行  

平成２２年 同 理事長就任 （現職）  

平成２３年 宮城県軽油引取税納税貯蓄組合連合会 会長 （現職）  

平成２５年 宮城県危険物安全協会連合会 副会長  

平成２６年 全国石油協会 副会長  

平成２８年 全国石油商業組合連合会・全国石油業共済協同組合連合会（全石連）副会長 （現職）  

平成２９年 宮城県危険物安全協会連合会 会長 （現職） 

平成２９年 全国危険物安全協会 理事 （現職）  

震災直後、被災した人たちが最も求めたのはガソリ

ンであり、２番目が食料、３番目が灯油だった。 

 震災後 3 日間は電気、ガスが止まり、命を繋ぐため、

ガソリン、灯油を求める多くの方が SS（給油所）を訪

れました。 

 家族が津波で流され行方不明になり、家も車も流さ

れたスタッフが、停電の中、手回しでガソリン、灯油を

くみ上げて、手に豆を作りながら被災者に給油し続け

ました。 

 製油所もタンクローリーも被災し、供給網が機能し

ない中で、供給し続けた自らも被災者である地元の SS

経営者とスタッフの激闘の体験談です。 

 

  

 


